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渋谷区犯罪被害者等支援 支援内容一覧（案） 

 

【検討事項】 

 

１ 申請期限／請求期限について                                                    

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 『過失運転致死傷罪』による被害の支援範囲について                                              

 

★現在の「犯罪被害者等給付金制度」は、過失による犯罪を原則として対象としていない。 

  ・・・「犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する法律」における「犯罪行為」とは、 

    人の生命又は身体を害する罪に当たる行為（中略）過失による行為を除く。 と規定されている。 

 

 

★渋谷区の制度設計 

・・・被害者等が直面する身体的・精神的・生活上の困難は、故意か過失かによって大きく変わるものではない。 

→ 『被害によって生じる生活上の困難』に着目し、「犯罪被害者等給付金制度」上の対象から拡大し、 

  相談支援、居住支援、家庭生活・社会生活支援について、過失による被害も含めて支援対象とする。 

 

→ 交通被害における「重傷病」の要件を以下のとおり整理する。 

 

 

    危険運転致死傷罪：おおむね 1 か月以上の治療を要すると医師が認めたもの 

    過失運転致死傷罪：おおむね 3 か月以上の治療を要すると医師が認めたもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請者 区役所  

①支援を受けるための「申請」 

②支援の実施に関する可否を決定 

③サービス等の利用に係る費用を 

助成金として「請求」 

各種サービス等の利用 

食事 移動 

引越し 

資料２ 
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〈経済的支援〉 
支援名 金額 申請できる方 対象の犯罪被害 申請期限・請求期限 

遺族弔慰金 30 万円 

■ご遺族 死亡注 1 

犯罪行為が発生した日から 1 年 遺族子育て支援金 
30 万円 

× 子の人数 

重傷病支援 10 万円 
■犯罪被害を受けた 

 区民の方 

重傷病注 1 

性犯罪被害者等 

支援金 
10 万円 性犯罪被害 犯罪行為が発生した日から 2 年 

注１）過失運転致死傷罪を除く 

   既存の補償制度との整理を踏まえ、過失運転致死傷による交通事故を対象外としています。 

 

 

 

〈相談支援〉 
支援名 金額 申請できる方 対象の犯罪被害 申請期限 請求期限 

弁護士相談 

費用助成 

1 万 1 千円/回 

※3 回まで 

■犯罪被害を受けた 

  区民の方 

■ご家族（区民） 

■ご遺族（区民） 

死亡 

重傷病 

性犯罪被害 

警察において 

犯罪被害が認知 

された日から 5 年 

助成の決定の日

から 1 年 

カウンセリング 

費用助成 

1 万円/回 

※12 回まで 

助成の決定の日

から 1 年 

 

 

 

〈居住支援〉 
支援名 金額 申請できる方 対象の犯罪被害 申請期限 請求期限 

家賃費用助成 

5 万円/月 

※月額の 1/2 まで 

※6 か月まで 

■犯罪被害を受けた 

 区民の方 

■ご遺族 

 （犯罪被害を受けた 

区民の方と同居して 

いた場合に限る） 

死亡 

重傷病 

性犯罪被害 

放火被害 

犯罪行為が発生

した日から 1 年 

助成の決定の日

から 3 か月 

一時宿泊費用助成 
1 万円/泊 

※6 泊まで 

助成の決定の日

から 3 か月 

引越費用助成 
30 万円 

※2 回まで 

助成の決定の日

から 3 か月 

※渋谷区の住民基本台帳に記録はないが、区内に居住実態がある者を含む 
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〈家庭生活・社会生活支援〉 
支援名 金額 申請できる方 対象の犯罪被害 申請期限 請求期限 

配食サービス 
120 食注 2/注 3 

 × 申請人数 

■犯罪被害を受けた 

 区民の方 

■ご家族（区民） 

■ご遺族（区民） 

死亡 

重傷病 

性犯罪被害 

犯罪行為が発生

した日から 1 年 
― 

食事費用助成 
1 千円 

× 120 食注 3 

犯罪行為が発生

した日から 1 年 

助成の決定の日

から 3 か月 

家事・介護等 

費用助成 

5 千円/時間 

※120 時間まで 

犯罪行為が発生

した日から 1 年 

助成の決定の日

から 3 か月 

一時保育及び 

一時預かり費用

助成 

3 千円/時間 

※100 時間まで 

警察において 

犯罪被害が認知 

された日から 3 年 

助成の決定の日

から 1 年 6 月 

移動費用助成 3 万 5 千円 
犯罪行為が発生

した日から 1 年 

助成の決定の日

から 3 か月 

就労準備費用 

助成 
10 万円 

犯罪行為が発生

した日から 2 年 

助成の決定の日

から 1 年 

修学費用助成 
30 万円 

× 子の人数 

警察において 

犯罪被害が認知 

された日から 1 年 

助成の決定の日

から 1 年 

注 2）配食サービスは、朝・昼・夜のうち 1 日 2 食まで、自由に選択することができます。 

    ただし、サービス開始後は土日祝日を除く平日において、毎日届けることとします。 

    事前に不要な日が分かっている場合は、事業者へ連絡することで、その日の配達を停止することができます。 

注 3）配食サービス及び食事費用助成の合算で 1 人 120 食を上限とし、１２０食に達するまで組合せ自由です。 

 

 

〈性犯罪被害を受けた方への緊急支援〉 

支援名 金額 申請できる方 対象となる費用 申請期限・請求期限 

医療費助成 5 万円 

以下の条件をすべて満たす方 

 

■犯罪被害を受けた区民の方 

■治療するために 

診察等を受け、 

医療費が発生していること 

■相談員による面接相談及び 

同行支援を受けていること 

■診察料、諸治療 

及び治療費 

（投薬料含む） 

■診断書料 

（1 通まで） 

■緊急避妊薬 

（1 回まで） 

■性感染症検査費用 

（1 つの検査項目 

 につき 2 回まで） 

警察において 

犯罪被害が認知された日から 

1 年 

※渋谷区の住民基本台帳に記録はないが、区内に居住実態がある者を含む 
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Q 支援の対象となる「区民」とは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 支援の対象となる「家族」とは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 支援の対象となる「遺族」とは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 渋谷区の住民基本台帳に登録されている者 

■ 次のいずれかに該当し、やむを得ず渋谷区の住民基本台帳に登録されずに 

渋谷区内に居住している者 

①配偶者からの暴力（DV）被害者 

②ストーカー被害者 

③児童虐待被害者 

④高齢者虐待被害者 

⑤障害者虐待被害者 

⑥渋谷区の住民基本台帳に記録することで生命・身体に危険が及ぶおそれのある者 

■ ほか、区長が認める者 

・・・住民票未異動者で、居住実態が渋谷にある者 等 

     （居住支援・性犯罪被害を受けた方への緊急支援のみ） 
 

 

■ 次のいずれかに該当する者であって、各種申請を行う時点において区民である者 

 

①犯罪等により重傷病又は性犯罪被害を受けた者の配偶者 

（渋谷区パートナーシップ証明書の交付を受けた者を含む） 

 

      ②犯罪により重傷病又は性犯罪被害を受けた者の２親等以内の親族 
 

 

■ 次のいずれかに該当する者であって、各種申請を行う時点において区民である者 

※遺族弔慰金及び遺族子育て支援金、一時宿泊費用、引越費用助成については、 

     犯罪発生時に区民で、申請時には区外に転出している場合も含む 

 

①犯罪等により死亡した者の配偶者 

（婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にあった者や、 

 渋谷区パートナーシップ証明書の交付を受けた者を含む） 

 

      ②犯罪により死亡した者の２親等以内の親族 
 


